
同
志
社
の
学
術
・
交
化
刊
行
物

,
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
、

い
ま
か
ら
二
十
年
前
に
同
志
社
の
教
職
員
の
有
志

の
間
で
「
近
代
日
本
の
社
会
思
想
及
び
社
会
運
動
に

^
^
し
た
キ
リ
ス
ト
^
、
と
り
わ
け
、
と
り
わ
け
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
影
轡
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
に
関

し
ゆ
う

す
る
資
料
を
蒐
果
整
理
、
研
究
す
る
し
こ
と
を
同

的
と
し
て
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
排
究
会
L
 
露

称
C
.
S
研
究
会
)
の
結
成
が
話
し
合
わ
れ
た
。

一
プ

五
六
年
の
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
だ
暖
.
尻
も
不

自
由
な
こ
ろ
で
、
オ
ー
バ
ー
を
着
た
ま
ま
で
小
さ
な

ス
ト
ー
ブ
を
囲
ん
で
研
究
会
結
成
の
手
筈
を
相
談
し

た
こ
と
を
懐
か
し
く
想
起
す
る
。
場
所
は
、
現
在
の

図
書
館
の
北
で
、
そ
こ
に
木
造
の
平
屋
が
あ
り
、
人

文
科
学
研
究
所
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
建
物
の
一

室
で
あ
っ
た
。

研
究
会
が
正
式
に
結
成
さ
れ
九
の
は
、
一
九
五
六

年
の
二
月
一
日
で
あ
る
。
は
じ
め
の
参
加
者
は
一
五

名
。
そ
の
う
ち
わ
け
は
、
神
学
部
二
名
、
法
学
部
三

名
、
文
学
部
七
名
、
経
済
学
部
二
名
、
人
文
科
学
研

究
所
一
名
で
あ
っ
九
。
研
究
会
は
、
住
谷
悦
治
氏
を

代
表
者
と
し
て
、
文
部
省
に
科
学
研
究
費
交
付
金
の

機
関
研
究
の
器
を
行
う
と
同
時
に
、
大
学
当
局
に

-
 
0
万
円
の
共
伺
研
究
賀
の
印
¥
な
し
九
。
糊

は
自
発
的
な
研
究
グ
ル
ー
フ
で
、
大
学
か
ら
二
0
刀

円
を
借
り
う
け
て
資
料
の
蒐
集
を
は
じ
め
て
い
る
。

ど
ぅ
し
て
も
こ
の
研
究
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
伺
靴
の
熱
券
ほ
ど
が
う
か
か
わ
れ
る
。

幸
い
一
九
五
六
年
に
文
部
省
か
ら
機
関
研
究
の
助

成
金
(
三
0
0
万
円
)
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
種

の
も
の
と
し
て
は
、
黒
社
火
学
に
と
っ
て
は
は
じ

め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
代
烹
の
仟

ハ
介
繋
氏
の
尽
力
が
少
な
く
な
か
っ
九
。
さ
ら
に
こ

の
研
究
の
嬰
性
寵
め
て
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の

エ
ン
チ
ン
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ユ
ー
ト
が
本
研
究
を
+
X

援
す
る
よ
う
に
な
っ
九
。
そ
れ
は
、
昭
和
一
四
年
七

月
か
ら
四
九
年
六
月
ま
で
通
卸
一
五
年
に
わ
た
っ
て

な
さ
れ
、
総
額
四
、
四
四
四
万
円
に
及
ん
だ
。
昭
和

三
二
年
の
秋
、
わ
た
し
は
た
ま
た
ま
ア
メ
リ
カ
ン

ボ
ー
ド
の
講
師
と
し
て
ボ
ス
ト
ン
に
お
り
、

バ

ハ

ー
ド
・
エ
ン
チ
ン
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ユ
ー
ト
に
ラ
イ

シ
ャ
ワ
1
教
授
と
あ
い
、
同
志
社
に
お
い
て
始
め
ら

胤乞"★
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36



れ
て
い
る
C
 
・
 
S
研
究
に
つ
い
て
の
べ
、
削
教
授
の

娜
觧
を
求
め
た
。
昭
和
.
一
.
年
ラ
イ
シ
ャ
ワ
1
教
授

゛
＼

が
ハ
ー
バ
ー
ド
・
エ
ン
チ
ン
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ユ

ノ

ト
の
所
長
と
な
り
、
大
下
角
一
学
長
は
渡
米
の
途
次

バ
ー
ド
を
訪
ね
、
詞
志
社
で
な
さ
れ
て
い
る
キ

ハリ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
に
つ
い
て
の
研
究
助
成
に

つ
い
て
ラ
イ
シ
ャ
ワ
1
所
長
と
打
ち
合
わ
せ
を
な

し
、
闇
.
一
一
四
作
七
刀
か
ら
前
.
品
の
研
先
助
成
が
な
さ

れ
る
に
.
余
っ
た
。

は
じ
め
の
数
俸
は
、
資
料
の
蒐
災
に
力
が
注
が
れ

た
が
、
研
究
成
果
の
発
表
機
関
誌
と
し
て
、
『
キ
リ

ス
ト
教
社
会
問
胆
研
光
が
窕
行
さ
れ
る
に
至
っ

九
。
昭
和
一
一
年
五
刀
に
第
一
η
が
出
さ
れ
て
い

る
。
別
に
利
州
'
り
と
い
う
の
が
、
同
じ
内
李

向
年
四
例
に
出
て
い
る
が
、
こ
れ
は
何
か
の
手
逃
い

一
.
冗
に
印
た
も
の
一
.
、
.
止
式
に
は
五
矧
に
嘔
た
第
一

寸
を
挙
げ
る
べ
き
と
Ⅲ
心
う
。
内
容
は
、
『
徳
厭
花

特
染
一
、
、
あ
る
。
 
N
秋
、
煉
花
没
後
气
0
年
を
紀

念
し
て
淋
演
会
が
棚
か
れ
、
そ
れ
を
上
台
と
し
て
本

"
り
が
綸
集
さ
れ
て
い
る
。
第
.
工
り
は
、
昭
和
=

郁

.
一
剣
に
亡
く
な
っ
た
山
川
均
を
慰
し
て
特
条
和

ま
れ
、
第
三
券
に
は
、
叫
治
前
Υ
娚
の
キ
リ
ス

、

教
と
社
会
』
に
つ
い
て
の
恭
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
五
九
年
四
月
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問

(
火
学
地
編
數
授
・
竹
小
正
夫
)

^
^
^
^
ム
」
は
、
向
註
^
^
^
~
^
^
^
^
〕
^
上
^
^
一
^
に

一
止
式
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
<
1
U
で
は
同

研
究
所
の
一
研
究
部
門
と
し
て
背
研
究
を
な
し
、

そ
の
研
究
義
を
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
」

壁
に
発
表
し
、
二
四
号
(
一
九
七
六
年
三
月
)
に
及

ん
で
い
る
。

近
代
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
社
会
と
い
う

き
わ
め
て
広
い
研
究
領
域
に
あ
っ
て
、
本
誌
に
あ
ら

わ
れ
磊
文
の
テ
ー
マ
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
研
究
会
は
、
咲
に
:
律
を
燭
期
に
、

い
く

つ
か
の
共
同
の
テ
ー
マ
を
股
け
て
研
究
を
継
し
た

の
で
、
本
誌
倫
文
の
テ
ー
マ
に
は
、
'
H
ら
い
く
つ

か
の
誓
{
が
あ
る
。
そ
の
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、

「
熊
木
バ
ン
ド
の
研
究
、
「
戦
時
ド
抵
抗
の
研
究
」
、

民
友
社
の
研
究
」
、
「
山
'
治
研
究
L
、
「
松
本
平

に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
研
究
」
、
「
組
介
教
会
研

究
、
海
老
名
祭
と
そ
の
盟
の
研
究
」
、
「
詔
岡

*
助
研
究
」
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
の

多
く
は
、
 
k
"
物
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
刊
行
さ
れ
て

お
り
、
Π
ド
出
版
準
備
中
の
も
の
も
あ
る
。

九
六
二
年
住
ハ
介
悦
治
氏
が
総
長
に
な
っ
て
か
ら

研
究
会
の
代
表
名
に
街
一
人
氏
が
な
っ
た
。
篠
田

氏
は
C
 
・
S
研
究
会
創
立
以
来
世
話
人
と
し
て
な
み

な
み
な
ら
ぬ
情
熱
と
需
と
を
も
っ
て
本
研
究
の
推

進
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
。
一
九
七
0
僑
教
授
の

定
年
退
任
に
作
な
っ
て
、
私
が
代
表
者
と
な
り
、
△
,

倒
に
及
ん
で
い
る
。
編
集
に
は
C
 
・
S
研
究
会
の
運

営
委
員
が
当
た
り
、
杉
井
六
郎
氏
が
煩
雑
な
編
集
の

用
務
に
当
た
っ
て
ド
さ
っ
て
い
る
。
第
二
0
号
(
一

九
七
二
年
三
月
)
以
来
、
小
沢
三
郎
氏
の
蒐
集
に
よ
る

「
口
本
フ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
料
」
が
引
き
続
い
て
収

録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
刷
氏
の
永
年
の
研
究
の
た

ま
も
の
と
し
て
貰
屯
な
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
本
誌
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
徳

育
の
基
本
と
す
る
私
学
同
志
社
に
と
コ
＼
き
わ
め

て
特
色
の
あ
る
研
究
竺
あ
る
。
共
同
研
究
に
参
加

し
て
い
る
名
は
、
<
,
口
四
0
名
に
及
ん
で
お
り
、
単

に
同
志
社
大
学
の
教
員
に
限
ら
ず
、
黒
社
学
園
の

教
職
員
が
参
加
し
て
い
る
。
創
設
い
ら
い
二
0
年
の

歴
史
の
小
で
、
い
つ
も
本
研
究
を
亥
え
て
き
た
も
の

は
、
刷
森
に
"
取
も
ふ
さ
わ
し
い
こ
の
研
究
を
、
一

締
に
揺
し
よ
う
と
い
う
伺
志
的
な
結
合
で
あ
り
、

そ
れ
を
制
度
化
し
て
継
続
し
た
研
究
を
可
能
な
ら
し

め
た
詞
点
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
働
き
で
あ
る

と
思
う
0
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